
 
 
 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

また，どちらの場合においても，溶接中は高速度ビデオカメラを用いて撮影を行った．高速度ビ

デオカメラは MEMRECAM fx RX-6 (nac Image Technology 製)を用いた．撮影条件は Table 3 に示し

たものを用いた．  
 

Table 1 Welding conditions. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table 2 Welding conditions 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table 3 Observation conditions. 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

 

 

５．３ 実験結果および考察 
 Fig. 1 にバルブディスクの溶接における溶接ビード外観写真を示す．溶接は外観写真に記載し

た 4 つの条件において行った．外観写真を見ると，左の 3 条件ではアンダーカットが発生してい

ることがわかる．一方で，一番右の条件ではアンダーカットなどの溶接欠陥の発生は見られず，

この条件においてビードを 50%ずつ重ねて溶接を行った．このように重ねて溶接を行った場合で

も溶接欠陥の発生は見られず，この条件を適正条件とした． 
 Fig. 2 に適正条件での溶接時の溶接可視化画像を示す．可視化画像を見ると，アークによって

形成された溶融池に添加ワイヤが安定的に供給されていることが確認できる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 Appearances of weld bead. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2 High speed camera image. 



 
 
 

 

 

 

 Fig. 3 にタービンブレード溶接によって得られたビード外観写真を示す．外観写真を見ると，

わずかに酸化が見られるものの安定的にビード形成が行われていることがわかる．また，Fig.4 に
溶接中の可視化画像を示す．可視化画像を見ると，アークによって溶かされた添加ワイヤが安定

的にビードに移行していることがわかる．今後はさらにシールド条件を検討し酸化のないビード

形成を目指す必要があると考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3 Appearances of weld bead. 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4 High speed camera image. 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
６. まとめ 
 今回 4 週間タイに派遣させていただいたことで得られたことは大きく二つあります．一つ目は

コミュニケーション能力です．自分自身今回が初めての海外での生活ということもあり，英語に

よるコミュニケーションに不安があったのですが、タイは英語圏の国ではなく伝えたいことが英

語でさえも伝わらないということが多くある状況でした。研究活動だけでなく、日常の生活して

いくために、言葉だけでなく積極的に身振り手振りを交えて会話をすることの大切さを学びまし

た．二つ目は積極性です．タイの方々は何をするときも非常に積極的で，自分の意見を周りに理

解してもらおうとしている様子を何度も見かけました．これからは，今回の海外共同研究で得ら

れた経験を活かし，国際社会における日本の立場や日本と諸外国との関係など，様々なことを理

解し，日本人であることに誇りを持ち海外で活躍できるように努力したいと思います． 
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